
例えば・・・

太田市では公立小・中・義務教育学校に児童生徒がいるご家庭のうち、

経済的理由から就学させることが困難な場合に就学費用の一部を援助する

就学援助制度があります。

《支給する主な費目》

学用品費・新入学学用品費・校外活動費・修学旅行費・医療費の一部

生計を一にする方全員（単身赴任や世帯分離も含む）が次のいずれかに該当し、審

査の結果が認定となる家庭

（１）市町村民税が非課税となっている

（２）経済的な理由により就学費用の負担が大きく、収入基準額を下回る

援助対象となる家庭の収入基準額 ≪ 参考額 ≫

※表中の収入基準額はあくまで参考額であり、家族の年齢や住まいの状況等により変動します。

申請書に基づき、生活状況を総合的に審査し、援助の可否を決定いたします。

算定に使用する数値の更新により、同一条件でも前年度と審査結果が変わる可能性があります。

申請方法は裏面をご覧ください。

人数 家族構成 収入基準額 所得額

２人 父または母、小学生 ２７８万円 １８７万円

３人 父または母、小学生、未就学児 ３３４万円 ２２６万円

４人 父、母、小学生、未就学児 ３７４万円 ２５６万円

５人 父、母、中学生、小学生、未就学児 ４１６万円 ２８９万円

対象となる家庭

○新入学学用品費（ランドセルや制服等入学に必要なものを購入する費用）

を、入学前または入学後のいずれかに支給します。

◆支給額（お子様１人につき）

・小学校入学 ６４，３００円

・中学校入学 ８１，０００円

◆入学前の支給時期 入学する年の２月下旬～３月上旬

入学後の支給時期 入学した年の６月下旬～７月上旬



【注意】次の①②のいずれかに該当する場合は、入学前支給の対象になりません。

① 令和９年４月に公立の小・中・義務教育学校に入学しない場合

② 入学日以前に転居や婚姻等による世帯状況の変化が生じ、認定要件から外れる場合

※上記に該当し、新入学学用品費の入学前支給を受けたときは、返還していただくことにな

りますので、該当する可能性がある場合は、入学前支給の申請を行わないでください。

入学前支給の申請期間 ： 令和８年１２月１日（火）～令和８年１２月２３日（水）

★入学後支給で新入学学用品費を受け取るためには令和９年４月２４日までに申請を行う

◎兄姉を含めて誰も学校に通っていないご家庭 （小学校に入学予定）

下記書類を入学予定先の小学校に、直接提出してください。郵送での受付はできません。

◆提出書類 ①就学援助費受給申請書(新入学学用品費)

②新入学学用品費の受給に係る誓約書（入学前支給を希望の場合必要）

③通帳の写し

（表紙を開いて口座番号、口座名義、支店名等が記載されているページ）

＋令和８年１月１日時点で太田市に住民登録がない人は、「所得・課税証明書」の

添付が必要です。

※申請書類については、太田市ホームページにてＰＤＦデータを掲載していますので、印刷

してご利用ください。なお、学校及び学校教育課でも申請書をお渡しできます。

◎既に学校に通っている子がいて、就学援助を受給していないご家庭（小学校・中学校に入学予定）

希望する場合は、兄姉または入学予定の子が通う小・中学校へご相談ください。学校から手続き

のご案内をします。認定となった後、上記申請期間中に入学前支給の申請をしていただくことと

なります。入学前支給を希望の場合は速やかに就学援助の申請をしてください。

◎就学援助受給中のご家庭

すでに就学援助の認定を受けているご家庭で、小・中学校に入学予定の場合は、兄姉または入学

予定の子が通っている学校へご相談ください。状況に応じて手続きが必要です。

新入学学用品費の入学前支給は、次の要件のすべてに該当する方が対象です。

（１）令和９年４月１日に公立の小・中・義務教育学校へ入学予定の方

（２）申請時に太田市に住民登録がある方（入学日以前に太田市外に転出する予定がある方を除く）

（３）就学援助の認定要件に該当する方（入学日以前に転居や婚姻等で世帯の状況が変わらない）

★今回、申請が間に合わなくても、令和９年４月２３日までに就学援助制度を申請し

認定となった場合は、新入学学用品費を入学後に支給いたします。

○教育委員会に届いた申請書類に不足や記入漏れがあった場合や、所得の申告漏れ等により収入

の情報が確認できなかった場合は、審査が行えません。申請期間中の提出であっても、支給の

対象とならない可能性があります。

申請方法

お問い合わせ 太田市教育委員会 学校教育課 管理係 TEL 0276-20-7084

確認事項


